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兵庫地理52 2007 

内蒙古自治区・フフホト市の都市形成と民族別居住分化

一新中国成立以前の動向-

1 .はしカtき

中国の都市地理学研究において、都市内部の地域

構造に関する研究は、改革・開放期以降、隆盛化し

つつあるが、それらは主に沿海地域の大都市を対象

としているや J長(1986)、許ほカ￥(1989)、醇(1996) 

は上海、広州、北京 3市の因子生態分析を行い、西

側諸国の都市と共通する教育、職業、年齢などの主

因子を抽出し、幾つかの社会地区の存在を明らかに

した。胡・福(1994)、周 (1996)、寧・鐙(1996)、

周・孟(1997) は北京、上海、広州、天津、海陽、

大連などの大都市の人口統計を基に、都市内部の地

域構造の変容に関する研究を行い、これらの大都市

はすでに郊外化過程の段階にあることを指摘したυ

また、胡(1993)は広州をとりあげ、工業による郊

外化の進展について論じた。加えて、都市内部にお

ける新しい商業中心地の変遷や特徴、問題点などの

研究も増加しつつある(徐， 1984、Yang，1991、

寧， 1984、呉， 1988) 0 

以上のように、沿海地域の大都市をとりあげた研

究が多く、内陸地域、特に少数民族地域の都市はほ

とんどその対象となっていない。とりわけ、民族文

化や民族問の社会関係を視野に入れ、都市の地域構

造や変容を扱った研究はあまりない。その理由とし

て2つの点が考えられる。 1つは、改革・開放政策

実胞以降、沿海地域の都市発展、変容が著しく、都

市研究者の関心・注目が集まっていることである O

もう 1つは、目覚しい経済発展を遂げつつある沿海

地域の大都市では統計資料が優先的に整備された

のに対して、内陸都市に関する統計資料は極めて少

なく、都市研究に利用できる統計データは限定され

ていることである O そのため、研究テーマも、統計

資料が利用可能な分野に集中している。

そこで、筆者は中国の内陸の少数民族地域の都市

郎秀峰

として、内蒙古自治区の首府1)・フフホト市をとり

あげ、新中国成立以前における各民族の流入とその

居住分化傾向に注目しつつ、主iこ『呼和浩特市志』

(1999年版、呼和浩特市地方志編修灘公室)、『呼

不lJ浩特丈史資料Jl(内蒙古柏案局)、『内蒙古文史資

料Jl(同)の歴史的資料に依拠しながら、フフホト

市の都市形成について検討を加える。なお、一部の

民族に関しては、その流入期との関連で、新中国成立

以降についても論及する。

2. フフホトの概況・沿革

フフホトは、モンゴル語で「青い城」を意味し、

中国・内蒙古自治区の首府である。 2005年現在、 4

区(玉泉区、新城区、回民区、妻窄区)、 4県(托克

托県、武川県、和林格子F県、清水河県)、 1旗(土黙

特左旗)を管轄している(図1)0 2001年現在、フ

フホトは自治区の直轄市として、総面積は 17，224

平方キロメートル、総人口は 211.8万人、市区人口

は 108.4万人、非農業人口は 95.9万人である。現

在、漢族は総人口の 87.5%を占め、 185.4万人であ

るのに対して、蒙古族、回族、満族などの少数民族

は26.4万人であり、総人口の 12.5%を占めている。

フフホトの都市形成の起源は 1565年に始まる。

同年、士黙特蒙古族の首領・阿勤坦汗(俺答) 2)が

支配地域に流入した漢族を定住させるために、漢族

式の城郭都市「板升J3)を建設し始めた。 1571年に

阿鞠坦汗は明朝政府と講和し、)1慎義王の称号を与え

られ、国境沿いで貿易を行うことを認められた。

1575年、フフホトは庫庫和屯 4)と表記され、明朝政

府によって「帰化 5)城J(現旧城地区、図 2)の名が

与えられた。その後、同城は明から蒙古高原への物

資の集積地として栄えた。また、阿鞠坦汗は晩年に

達頼ラマに帰依してチベット仏教に改宗したため、
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帰化城には数多くのラマ教寺院が建設され、オルド の民族が居住している。フフホトは原住民である土

ス高原 6)の精神的中心地となった。 黙特蒙古族が造った都市とはいえ、時代の変選に伴

い、多くの他民族が流入・定住してきた。そこで、

筆者は蒙古、漢、回、満の 4主要民族をとりあげ、

各民族の流入時期及びその居住分布の変遷を解明

し、新中国成立以前の都市形成を民族別居住分化の

側面から検討する。

図 1 フフホト市 4区、市轄旗・県

N
i十
l

以L44m

1.玉泉区 2.新城区 3.国民区 4.奏雫区

呼和浩特市政区図(西安地図出版社、 2006年)より作成

土黙特蒙古族が対明朝貿易の利権を独占したた

め、その取引拠点である帰化城は急速に発展するが、

1628年に同城の主導権を察喰が蒙古族の陵丹汗に

奪われた。陵丹汗の病死後、満族の後金が帰化城を

占領し、内蒙古全域を支配して 1636年に国号を清

と改めた。清朝政府は、帰化城の北東隣に「綴遠城J

(現新城地区、図 2) を築き オルドス地方の防衛

を担当する八旗軍の駐留地とした。帰化城と綴遠城

はあわせて「帰綴」と呼ばれ、清代以降、中央政府

の直轄地として内蒙古の政治、経済、文化の中心地

となった。その後、 1913年に帰化県から帰綴県に

改称され、 1950年に市に昇格してフフホト市とな

った。

現在、フフホト市は内蒙古自治区の首府であるこ

とから、蒙古族の集住都市としてのイメージが強い

が、実際には漢族をはじめ、蒙古、回、満など計 34

3. フフホトの都市形成と民族別居住分化

(1)蒙古族と帰化城

①原住民としての土黙特蒙古族

元が明によって滅され、元朝最後の順皇帝が長城

の北部へ逃れた後、蒙古各支族の分裂状態がしばら

く続いたが、達延可汗が各支族を再統合し、支族ご

とに土地、牧畜地を再分配した。達延可汗の孫であ

る阿鞍坦汗は、蒙古の一支族・土黙特蒙古族を卒い

て豊州灘(現在のフフホト地区)に駐留していた。

当時、土黙特蒙古族は 12土黙特と呼ばれ、 12の

支部からなっていた。その中で、 7支部は雲碩布氏

族を主体として編成され、残りの 5支部は一部の雲

碩布氏族、他の氏族、少数の漢族から構成されてい

た。明代末期から清代初期にかけて、各支部の居住

状況を基に、 12土黙特が 12甲朗と改名され、更に

左右両翼、計60蘇木 7)と再編成された。

現在でも土黙特蒙古族の主要な居住地域はフフ

ホト市西部から薩栓葺県にかけて展開し、それに対

して托克托県・和林格カミ県・清水河県などフフホト

市の東部地域にはやや少ない(栄・栄、 1981)。ま

た、上述したように、土黙特蒙古族の主体が雲碩布

氏族であるため、「雲Jという名字の住民は現在、

これらの地域に多く居住している。このように、 15

世紀頃の蒙古族の居住分布が現在の蒙古族の居住

分布の基本となっている。

②帰化城の特性と居住状況

フフホトは「城J として 1575年(明万暦三年)

に誕生した。 1572年(明隆慶六年)、阿鞠坦汗の命

令にて着工し、 4年間かけて周長約 2里弱、城壁の

高さ約 2丈4尺、南北2門の「城jを完成し、庫庫



和屯と命名され、 1586年(明)J肘卜山年こ明朝

政府によって帰化城と賜名された。

帰化城の内部構造をみると、内城は順義王府(都

統府)を中心とした王府家城 8)であり、土黙特蒙古

族の統治階級による権力の中心地であった(栄・栄、

1981)。また、 1573年(明万暦元年)から同王府の

南部には多くのラマ教寺院が建設され、 1727年(清

薙正五年)までに 9寺が完成した。初期の帰化城に

は王府、行政、宗教、文教施設以外の建物は少なく、

大半が空き地であった。このような状況は蒙占ー族以

外の民族が帰化城に流入する前のものであり、帰化

城は蒙古文化・思想、に強く影響された構造をもつも

のであったといえよう O

1696年(清康照三十五年)、清朝政府は防衛力を

強化するため、内城の束、西、南の三方面に城壁を

めぐらし、外城を築城し、「凸」字型の帰化城が完

成した。内外城郭の総面積は 0.2平方キロメートル

であり、現在の大南街街道緋事処の管轄エリアに相

当する。その結果、帰化城が完成する前から城外に

居住していた蒙漢商人や職人などが城内の住民と

なった。

さらに、 1868年(清同治七年)、甘粛省の回族に

よる反清大暴動が起こり、戦場が帰化城へも迫って

きたため、清朝政府は同城の外縁に仮泥城壁を作り、

回族の反乱に備えた。反乱終息後、清朝政府は仮泥

城壁を取り壊し、城外北部の地域も同城内となり、

帰化城域を拡大した。

③東部蒙古族の流入と定住

東部蒙古族は現在の中国・東北地方と内蒙古自治

区・東部地方の出身の蒙古族をさす。彼らのフフホ

トへの主な流入時期は 2回であった。 1回目は 1739

年(清乾隆四年)、仮遠城の建設に伴い、東北地方

に居住していた約500人の蒙古族を清朝八旗軍人と

して同城へ駐留させた時であるO 彼らの多くは退隊

後も、家族と一緒に綬遠城に定住し続けることとな

った。

2回目の流入期は 1954年、内蒙古の首府が自治

区東部にあるウランホト市からフフホト市へ移っ

た時である。その流入期には、共産党や政府各機関、

企業・単位の東部蒙古族は家族を伴い、フフホト

市・新城地区の単位集合住宅に居住してきた。その

後、彼らの親族も同地区へ流入、定住したのに対し

て、土黙特蒙古族は依然旧城地区に居住していた。

呼和浩特市地方志編修塀公室(1999) によると、

原住民である土黙特蒙古族に加え、東部蒙古族の流

入があったにもかかわらず、清代半ばから 20世紀

40年代にかけて市内 3区における蒙古族人口は、漢、

回、満の 3民族より少なかった(表1)0 その原因と

して、遊牧民族である蒙古族は都市での定住性が低

かったことがあげられる。また、後述するように、

都市定住性の高い漢族の流入があったため、蒙古族

の人口構成比が相対的に著しく低下したことも指

摘できょう。表 1をみると、 1949年にフフホト市

内3区における漢族の人口数が蒙古、回、満の 3民

族を大きく上回っていたことがわかる。

(2)漢族の大量流入と定住

漢族の大量流入期は明代と清代の 2時期である。

第 1次流入期の明代には、明と蒙古が対立状況に

あったため、明朝政府による辺境の警備が強化され、

漢族の蒙古地域への侵入は厳しく制限されていた。

このような状況においても、ある一定数の漢族が以

下の背景により、辺境を越えて蒙古地域へ流入した

(栄・栄、 1981)0 

①明朝における一部の犯罪者は、密かに蒙古地

域へ逃亡した。

②明朝軍と戦争した時、大量の漢族が蒙古軍に

連行されてきた。

③阿鞠坦汗は明朝政府と和解した後、明の辺境

から漢族の職人を招鴨し、既に定住していた

漢族住民とともに築城やラマ寺院造りに従事

させた。

④帰化城は商業中心地になり、多くの漢族商人

が同城に定住した。

第 2次流入期の清代に入り、清朝政府は国を再

統一し、北方の蒙古地域も清の領域に入ることと

なった。明代に比べて、漢族の長城を越えての移
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表 1 1949年呼和浩特市区における人口の民族比例構成

地区別 総人口 漢族 蒙古族 回族 満族

人口 % 人口 % 人口 % 人口 % 

新城区 28，447 25，246 88.8 934 3.3 411 1.4 1，780 6.3 

回民区 42，058 33，003 78.5 184 0.4 8，761 20.8 110 0.3 

玉泉区 53，464 52，380 97.9 369 0.7 374 0.7 341 0.6 

呼和浩特市人口普査跡公室資料より作成

動に対する制限は緩和され、多くの漢族が蒙古地域

に流入することとなった。すなわち、この時期、蒙

古地域における寺院の修繕、農地の開拓、商売のた

め、清朝政府は政策的に漢族の人口流動に対する制

限を解除した。そのため、多くの山西商人が帰化城

へ往来し、定住したため、山西方言を基に、フフホ

ト独自の方言や風習が形成された。また、満州、|八旗

軍が綴遠城に駐留した後、清朝政府は計画的に中原

地域の漢族農民を同城に転入させ、漢族は帰化・綴

遠両城及びその周辺地域に広く分布する状況とな

り、その結果、蒙古族人口を大幅に上回ることとな

ったのである。

上述のように、清代以降、山西北部と中原地域の

漢族商人、農民の流入は政策的に展開されたもので

ある。民国時代に入ると、鉄道や道路網の整備によ

って、更に人口流動に関する制限が軽減されたため、

大量の漢族がフフホトへ移動し、漢族人口は他民族

人口を更に大きく上回ることとなった(呼和浩特市

地方志編修練公室、 1999)。

漢族の居住状況をまとめると、明代から清代にか

けて、漢族は帰化城、綴遠城及び両城の周辺部に広

く居住しており、主に両城の周辺部で農業を営み、

帰化城南部で商売や手工業に従事していた。帰化城

には蒙古・漢両民族の商売取引場があったが、清代

に入り、同城南門外にも取引市場が設置され、塞外

9)の商業中心となって繁栄した。また、帰化城の北

門から南門までの大北街、大南街、ラマ教寺院群周

辺の空き地において、山西商人をはじめとする多く

の漢族商人は商号庖舗を開設し、外蒙古や新彊地方

への長距離取引を行い、自由市場も形成され、清代

末期になると、大北街、大南街、ラマ教寺院群周辺

は漢族を主体とした街区となった。

一方、綴遠城においては、漢族は主に満族軍官下

の兵卒として兵器を製造する仕事に従事し、定めら

れた場所に居住していた。その後、江南地方から一

部の漢族「師爺J(文人先生)が招鴨され、現新城

南街西の通称「江南館巷」の胡同に居住していた(格、

1992)。また、清朝政府は綴遠城の経済を発展させ

るため、山西と河北から漢族の職人や商人を転入さ

せ、当時間城の東、西、南、北四大街道に 1，500余

りの庖舗を建設した(劉、 1995)。

(3)回族の流入と回民区の形成

回族の流入は主に3つの時期に分けられる。即ち、

清代初期(康照年間)、清代半ば(乾隆年間)、清代

後半期(同治、光緒年間)である(政協回民区委員

会、 1994)。

第 1次流入期は明朝の滅亡後、山西・河北に駐留

していた回族兵が清朝に投降し、帰化城とその周辺

部へ移動してきた時期である。

この時期、厄魯特蒙古族の葛匁丹汗が新垣などの

北西内陸部を含めた広大なモスリン(回族)地域を

支配していた。また、同時期に帰化城とその周辺部

は塞外の交通拠点、商品の集積地として発展してき

たため、清朝政府は同城を北西内陸地域の住民と中

原地域の住民間の商売・貿易地と指定した。そこで、

新握、映西、甘粛、寧夏、青海の回族商人も、帰化

城とその周辺部へ移住し、零細小売業に従事した。

1690年(清康照二十九年)、葛年丹汗による大反

乱が起こったが、清朝政府に鎮圧され、葛か丹汗の

支配地域の住民の帰化城への移動は厳しく制限さ

れた。さらに、帰化城に移住した回族商人が清朝政
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府に同城北門外へ追放され、その後、彼らは北門外

の通道南街周辺で清真大寺(モスク)を建設し、そ

の付近に集住した。また、清代薙正年間、山西大岡、

陳西西安の回族商人、清真(牛、羊肉)飲食業者が

帰化城東門外の馬蓮灘(現新民街)、同城内北西部

の九龍湾へ移住し、それに伴い、馬蓮灘に清真東寺、

九龍湾に清真南寺が建設され、その周辺は回族の集

住区域となった。このように、帰化城内外の通道南

街周辺、馬蓮灘、九龍湾の 3つの地区が回族居住区

を形成することとなった。

第2次流入期は清代半ば頃であった。 1760年(清

乾隆二十五年)、新垣天山南路イスラム教徒の大、

小和卓反乱の平定後、清朝に帰順した香妃一族と

200~300 人の回族護衛兵が清朝政府の招鳴を受け、

帰化城外南部の八拝地方に定住し、清真寺を建設し、

その後、帰化城内へ移住した。また、北京、天津、

河北の治州、保定、石家庄、河南の孟県、山東の徳

川、|、済南などの東部回族商人と清真飲食業者は商業

活動を拡大するため 塞外の交通拠点、商品の集積

地であった帰化城の営坊道周辺へ移住し、新たな回

族居住区が形成され、その後、清真西寺を建設した。

一方、同じ時期に綴遠城への流入も認められ、彼ら

は同城南門口の城壁の西部に設置された牛羊屠殺

場である「羊圏巷Jの周辺に居住し、主に清真飲食

業を営んだ。

第 3次流入期は 19世紀初期から辛亥革命までの

100年余りの問である。中原地方及び西北各省にお

ける一部の回族が帰化・綬遠両城へ流入してきた。

特に白彦虎・馬化龍を中心とした回族大暴動が清朝

政府に鎮圧され、陳西、甘粛、寧夏に居住していた

回族の多くは帰化・綬遠両城を含む各地へ離散し、

清真飲食業に従事した。清代光緒初期には、両城に

おける回族人口は大幅に増加し、およそ 3，000~

4，000人に及んだ。民国以来、東部回族の流入はや

や減少したのに対して、甘粛、寧夏などの西部回族

は断続的に流入した(丹、 1994)。

回族の居住特性は、「教坊制」と呼ばれるイスラ

ム教の思想に基づく居住地域制度を基礎としてい

る。すなわち、回族にとって日常生活の中で最も重

要な存在である清真寺を核として、その周辺地域に

集住するパターンである。今日でも、フフホト市・

回民区は[教坊制」に従い、清真大寺を核として、

北寺、西寺、東寺、南寺を中心に、それぞれの周辺

地域に回族の密集居住区が形成されている。

(4)満族の流入と綴遠城

修(1992)によれば、フフホトへの満族の流入は

主に 3つの時期に分けられる。まず、第 1次流入期

は 17世紀末期(清康照年間)であり、清朝政府は

約 3，580人の満族犯罪者を流刑に処し、帰化城のラ

マ教寺院へ送り込んだ。

第2次流入期は 1697年(清康照三十六年)であ

った。この時、清朝康照帝は対立していた衛位特蒙

古族と和親 10)し、四女の'1各靖公主を同蒙古族の土謝

図汗の息子と成婚させた。それに伴い、公主とその

同行人が帰化城外南部の清水河付近に居住し始め

た。その後、帰化城が安定期に入り、同城北郊で公

主府が建設され、次いでその周辺に府興営子や小府

村などの村落が造られ、清水河から大量の満族住民

が移住し、満族人口は更に増加した。

第 3次流入期は綴遠城を建設した後、即ち 1737

年(清乾隆二年)からであった。清朝政府は統治基

盤を強化するため、辺境の防衛兵力を拡大し、帰化

城の東部に綴遠城を建設した。同城は漢族式の城郭

都市構造を基に造られ、 1739年(清乾隆四年)に

完成し、周長は 9里 13歩である O 城内での満族の

居住状況は、満族の前身である女真族固有の軍事思

想、に基づく八旗制に従い、正黄・鎌黄・正白・鎌白・

正紅・簸紅・正藍・鑓藍の八旗軍の階級関係によっ

てその居住区が異なっていた(修、 1992)。すなわ

ち、八旗軍は「旗j ごとに、北部には正黄・鎌黄 2

旗、東部には正白・鎌白 2旗、西部には正紅・鎌紅

2旗、南部には正藍・鎌藍 2旗のように定められた

地区に駐留し、その家族も同住した。このように、

第 3次流入期は八旗軍とその家族の流入期であり、

この時期に綴遠城へ流入した満族は 15，000人を上

回ったといわれる。また、満族流入の特徴をみると、

漢、蒙古、回の 3民族と異なり、組織的集団的に綬
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遠城へ流入してきたといえよう。

1911年、辛亥革命により、清王朝が終駕し、綬遠

城における満族人口も急減することとなった。民国

初期から 1949年頃にかけて、綴遠城の満族人口は

116、すなわち、 2，000人弱にまで減少した。満族人

口が急減した主な原因として修(1992)は下記の諸

点を指摘した。

①辛亥革命後、満州八旗兵の元蒙古族が民族復

帰することとなった。

②清王朝が終駕した後、漢・満両族の通婚が急、

増し、戸籍を登録した時、一部の満族が民族

成分を漢族で申告することとなった。

③満・蒙古両族の通婚も急増し、戸籍を登録し

た時、 一部の満族が民族成分を蒙古族で申告

することとなった。

④日本軍が中国で満州国を建設し、約 2，000人

の満族が東北地方へ流入することとなった。

⑤民国以降、漢族の統治階級復帰により、清代

に満族の絶対的な優越性が消滅したため、多

くの満族が民族成分を漢族で申告することと

なった。

4. むすび

本稿は、新中国成立以前における蒙古、漢、回、

満の4民族人口のフフホトへの流入と民族別居住分

化に注目し、岡市の都市形成について検討を加えた

ものである。

1575年(明万暦三年)、帰化城が建設されたが、

王府とその南部にあるラマ教寺院群以外の大半は

空き地であり、都市定住性の低い蒙古族以外の民族

が城内に流入する前の帰化城は、蒙古文化・思想、に

強く影響された構造をもつもので、あった。その北東

部に清朝政府により、八旗軍の駐留地として建設さ

れた綴遠城は、漢族式の城郭都市構造を基に、居住

区域が八旗軍の階級関係によって定められるもの

であった(修、 1992)。帰化城の周辺部には商業の

中心地として庖舗、自由市場が置かれ、主に漢族の

集住地であった。また、帰化城北門外における清真

寺周辺部は回族の居住区であった。このように、民

族別の居住分布状況は明朝と清朝政府の政策によ

るところが大きいと考えられる(近藤、 1996)。

フフホトは多くの民族の流入を経て形成された

都市である。原住民の土黙特蒙古族以外の蒙古族は

主に内蒙古東部地方や中国東北地方から、漢族は主

に華北地方や東北地方から、満族は主に北京や東北

地方から、回族は主に西北地方や華北地方から、そ

れぞれ流入してきた。民族の流入時期をみると、東

部蒙古族も漢族も主に2回にわたって流入したのに

対して、回族と満族はそれぞれ3回ずつ流入した。

東部蒙古族の最初の流入時期は 1739年(清乾隆

四年)であった。流入の要因としては、綴遠城の建

設に伴い、東北地方に居住していた約 500人の蒙古

族を清朝八旗軍人として同城へ駐留させ、彼らの多

くは退隊後も、家族と共に同城に定住し続けること

になった。次の流入時期は 1954年であり、内蒙古

の首府がフフホト市へ移った時、共産党や政府各機

関、企業・単位の東部蒙古族は家族を伴い、新城地

区の単位集合住宅に居住してきた。

一方、漢族が初めてフフホトへ大量に流入した時

期は明代であった。明代初期、漢族犯罪者の蒙古地

域への逃亡、明朝辺境付近の漢族住民の蒙古軍によ

る連行など、漢族の流入がみられたが、大量の流入

は明朝・蒙古両政府が和解した後であり、多くの漢

族職人が蒙古地域へ招鴨され、築城やラマ寺院造り

に従事した。漢族の2度目の大量流入は清代であり、

清朝政府は蒙古地域における農地の開拓や寺院の

修繕などのため、政策的に漢族農民を流入させた。

また、山西などの漢族商人も塞外の商業中心地であ

る帰化城とその周辺部へ多数流入した。

他方、清代には回族が 3回にわたって帰化・綴遠

両城へ流入した。その要因としては、この時期、帰

化・綴遠両城は西北地域~華北地域、辺境地域~中

原地域における重要な交通拠点と商業中心地であ

り、回族が商業活動を拡大するため、両城へ流入し、

商業、零細小売業、清真飲食業に従事したと考えら

れる。

最後に、満族の流入時期は全て清代である。 1回

目の満族犯罪者の流刑、 2回目の衛技特蒙古族との
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和親、 3回目の八旗軍の綬遠城への大量駐留による

ものであり、いずれも漢、蒙庁、回の 3民族と異な

り、組織的集団的に同城へ流入してきたものといえ

よう O

付記

本稿は 2006年 8月の兵庫地理学協会夏季例会に

おいて発表した内容にかl筆修正を加えたものであ

る。本稿を作成するにあたり、神戸大学大学院人間

発達環境学研究科の山崎健教授にご指導を頂きま

した。記して厚くお礼を中し上げます。

注

1)中国の行政区分は23省(台湾省、も含む)、5自治区、

4直轄市、 2特別行政区である。省政府所在地は省

会、自治区政府所在地は首府と呼ばれているυ

2)阿靭但汗(俺答)本人と彼の J炭は士黙特蒙古族で

はなく、チンギスハーンの支族、字児只斤蒙吉族で

あった。 i:黙特蒙古族は雲碩布氏蒙古族とも言われ

るO

3)板升とは、中国語の「百姓J(二庶民)の音訳で、

遊牧民のゲルに対して、定住農民の家屋を指した語

である。

4) J車庫和屯(フフホト)はモンゴル語であるυ 漢訳は

青い城、通称「青城」である。漢族は類似発音の i11千

和浩特Jにて表記するυ

5)帰化とは、帰順教化の意味である。明朝政府は蒙古

を従属国として看倣し、「帰化Jと賜名した。現在、

帰化城は現在玉泉区の一部となっている。

6)オルドスは、近世以降にあらわれるモンゴ、ル遊牧民

の部族集団。この集団が明代以降、中国の黄河屈曲

部(i河套J) ~フフホトの辺りに居住していた。同

地域の西部は現在オルドス高原と呼ばれ、内蒙古自

治区のオルドス市が置カミれている υ

7) 1蘇木ニ150戸。

8)王府家城とは、統治者の布、邸兼官邸(行政機関)の

集中する地区である。

9)長城北部における広範な地域を「塞外j とし、う O

10)和親とは、中国の封建王朝が周辺各民族と姻戚関

係を結んで平和を保つことをいう O
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